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１．計画策定の目的 
 海士町は島根県隠岐郡に属し、島根半島の北東 60～80 ㎞の日本海に浮かぶ隠岐諸島の

中の島前 3 島の中央に位置する一主島「中ノ島」(33.5ｋ㎡)の全域であり、隠岐最大の無

人島「松島」など多数の小島から構成されています。 
 海上交通機関としては、隠岐～本土間はフェリー3 隻と超高速船「レインボージェット」

が 1 隻運航されていますが、冬期は便数も少なくなるうえ、強い季節風のために海上が荒

れて欠航することがしばしばあります。島前 3 島の各町村間は、定期連絡船と内航フェリ

ーによって結ばれています。 
 農業は経営規模が零細であるが、水稲栽培が中心に行われています。畜産は、放牧によ

る肉用牛の繁殖経営、肥育経営が行われるようになり、1 戸当たりの飼育数は増加してき

ました。構造改革特区による建設業者の参入により肥育の多頭飼育に取り組み、また、水

産業については、岩ガキ養殖をはじめ、特殊凍結システム導入の加工施設による付加価値

づくり、島のハンデである流通問題の克服に取り組んでいます。 
 また、簡易水道施設又は下水道施設整備の整備率も１００％を達成するなど公営企業事

業にも行政として取り組んできました。 
 こうした公共施設等は、大規模改修や建て替えを行わなければ、老朽化が進行して、安

心して使用できなくなる可能性がありますが、厳しい財政状況、更には一層厳しさを増す

であろう地方交付税環境を鑑みると全ての施設を維持・更新することは困難な状況にあり

ます。 
 これは本町に限らず、全国他自治体においても同様の問題を抱えており、国においては

インフラ長寿命化計画を策定するとともに、地方に対しても公共施設等総合管理計画の策

定にあたっての指針を示すなど、公共施設等に求められる安全・機能を今後も確保してい

くための支援を実施していくこととしています。 
 このため、本町における施設の適切な規模とあり方を検討し、公共施設等のマネジメン

トを徹底することにより、公共施設等の機能を維持しつつ、可能な限り次世代に負担を残

さない効率的・効果的な公共施設等の最適な配置を実現するために、「公共施設等総合管理

計画」を策定します。 
 
 
対象施設 
 本計画で対象とする施設は、公共建築物だけでなく、道路・橋梁等のインフラも対象と

します。 
         ┌ 対象範囲 「公共建物」「インフラ資産」 
  町有財産 ――├ 土地 
         └ その他（動産、金融資産等） 
 
 なお、インフラ施設は一般会計施設と企業会計施設とに分類し、「経営戦略」を踏まえ、適切な維持管理・

更新等を計画的に実施します。 
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２．公共施設等の現況及び将来の見通し 
(1)老朽化の状況や利用状況をはじめとした公共施設等の状況 
 本町が所有する建築物の総延床面積は 60,000 ㎡で、町民一人当たり延床面積は 26.2
㎡、全国平均3.22㎡との比較では約8倍になり、全国平均よりも多い状況となっています。 
 また、一般的に建物の大規模改修を行う目安とされる築 30 年以上を経過した建築物の延

床面積は 12,000 ㎡と全体の約２割を占めております。建築用途別では、住宅系施設の延床

面積が最も多く、公共施設全体の 21.6％、産業系施設が 19.0％、学校教育系施設が 16.4％
を占めています。 
 その他、インフラ施設（道路・橋りょう・光ケーブル・漁港港湾、農業施設等）につい

ては、その施設の取得価格の 37％は、30 年を経過しており、道路と港湾漁港の一般的な

耐用年数 50 年をを間もなく迎える施設も少なくはありません。 
 こうした現状から、一人当たり延床面積の縮減や、延命措置の実施又は取り壊しによる

公共施設の最適な配置の実現が今後の大きな課題となっています。 
 
図１ ■築年別床面積（㎡） 
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図２ ■建築用途別割合 
 

 
 
図３ ■インフラ施設の取得額から見た分類割合と経過年数 

 
（備忘価格試算は除く） 

 

 

 (2)人口の現状と今後の見通し 
○年代別の人口推移 

海士町の総人口は、平成 22 年以降は横ばい状態で、平成 26 年 12 月末には、2,357 人となっています。

年代別人口構成の推移をみると、年少人口と生産年齢人口は減少、高齢者人口が大幅に増加しています。

しかし、近年の積極的なＵ・Ｉターン施策により、若者や子育て世代の転入が増加し、人口は横ばい状

態にあり、世帯数は増加しています 
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図４ 

 
○年齢３区分別人口比率の推移 

年齢階層別人口比率の推移をみると、年少人口比率と生産年齢人口比率は減少傾向にあり、高

齢者人口比率は増加しています。 

図５ 

 
 
○将来人口の見通し 

  海士町創生総合戦略（人口ビジョン）の推進により 2040 年の総人口 2,475 人を目標

としています。 
図６ 
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 (3)将来負担コスト試算 
 本町の公共施設等の更新について、耐用年数と取得価格を参考に大規模改修、建替等で

更新していくと仮定し試算しました。このまま公共施設等を全て保有し続けた場合の必要

コストを試算したところ、公共施設の更新が 40 年間で９７億円、インフラ施設で１７０億

円程度であり、１年当たり約６．７億円の費用が必要となります。 
図７ ○公共施設更新費用試算（単位：百万円） 

 
図８ ○インフラ施設更新費用試算（単位：百万円） 
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 (4)財政の状況 
 本町の財政は、地方交付税や国県支出金、地方債など依存財源を主体となっています。 
近年より公共施設の更新等により、地方債の発行も膨らみ平成２７年度末現在の地方債残

高は８４億円となり、更に今後向かえる大型施設の建設による地方債の発行とこれまで整

備してきた各種施設にかかる公債費の償還や、その維持管理費が町財政の大きな負担とな

っています。 
 
図９ ○歳入の状況（単位：千円） 

 
 
 
図１０ ○歳出の状況 
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図１１ ○地方債の状況 

 

 
図１２ ○実質公債比率の状況   

 

 
図１３ ○住民１人当たりの公債費の状況 

（赤：本町  青：類似団体） 
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 (5)現状を踏まえた課題整理 
 近年では、小学校、住宅、道路、告知端末など施設の更新費用が急速に増加している状

況です。更に今後５年間では、宿泊施設、水産施設、給食センター、庁舎、防災無線デジ

タル化など大型施設の更新も想定され、今後 40 年間での更新費用の試算では、２６７億円

と多額の費用が発生します。 
 また、既存投資事業による毎年の公債費は、住民１人当たり類似団体平均の約３倍であ

り、地方債残高も５年以内に１００億円を超えることが見込まれ、現状では全ての施設の

改修や建て替えの実施が困難であることが想定されます。 
 このように、これまでの手法のままではインフラ施設含め全てを更新していくことが明

らかに不可能であり、更新時期の分散化、あるいは管理手法の見直しが必要となります。 
 
 
３．公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針 
 
 (1)計画期間 
 平成 28 年度から平成 38 年度までの 11 年間を計画期間とします。なお、社会情勢等が

変化した場合には、随時、必要な見直しを行います。 
 
 (2)取り組み体制 
 公共施設マネジメントの実施にあたっては、全庁的な体制を構築し、総合的かつ計画的

に取り組むこととします。 
 また、計画的な管理を推進するため、海士町経営会議に担当事務局を置き取り組みます。 
 
 (3)基本方針 

 保有する公共施設の全体面積や数を、人口減少や人口構造、産業構造の変化を見据え、

適正な施設保有量の適正化を図ります。 
 今後の財政推計を踏まえたうえで、予防的修繕を実施することにより、健全な状態を

維持しながら長寿命化を図ります。財源については、延命化推進に係る地方債又国県

補助金を優先的に活用します。 
 建築用途別割合で最も高い、住宅系施設については料金収入から維持管理及び公債費

を除く部分を基金へ積立て更新費用等に活用します。 
 産業系施設など、民間への活力へ資する施設については、売却を推進します。 
 一定期間を経過した施設は適宜点検・診断（安全確保、耐震化）を実施し、活用が見

込まれない場合は、廃止を基本とします。 
 施設によっては既に策定されている各計画を基本としながら、当計画との整合性を図

り、必要に応じて適宜見直していきます。 
 施設整備や改修時には PPP/PFI 事業等、民間の経営ノウハウや技術力、資金を活用し

た官民協働事業の可能性について検討を行います。 
 新規の施設整備事業については、施設の複合化・集約化、廃止・統廃合を検討し、維

持管理による新たなコストが発生しないことを基本とします。 
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 近隣市町村との相互利用や共同運用、サービス連携、役割分担等により効率化を図り

ます。 
 
４．フォローアップの実施方針 

(1)この計画の内容については、今後の財政状況や環境の変化に応じて、適宜見直しを 行

います。 
(2)この計画の実効性を高めるため、公会計の固定資産管理台帳とも連動させ「施設カル

テ」を作成し、ＰＤＣＡ（計画→実行→点検→改善のサイクル）を活用した業務サイク

ルを定着させます。 
(3)公共施設等の適正配置の検討にあたっては、議会や町民に対し随時情報提供を行い、

町全体で認識の共有化を図ります。 
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